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国
・
公
の
賛
成
で
補
正
予
算
成
立

　

令
和
７
年
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ

は
、
国
内
で
は
「
高
市
早
苗
氏
初
の
女
性

首
相
」
だ
ろ
う
。

　

自
維
連
立
政
権
は
18
・
３
兆
円
の
補
正

予
算
を
国
民
民
主
党
、
公
明
党
の
賛
成
を

得
て
成
立
さ
せ
、
臨
時
国
会
を
乗
り
切
っ

た
。
ま
た
、「
年
収
の
壁　

１
７
８
万

円
合
意　

自
国　

納
税
者
８
割
に
恩
恵
」

（
12
月
19
日
の
産
経
新
聞
）。
国
民
民
主
党

の
玉
木
代
表
は
高
市
首
相
と
の
会
談
後
、

記
者
会
見
で
政
府
の
８
年
度
予
算
の
成
立

に
協
力
す
る
考
え
を
示
し
た
。
一
応
、
両

院
で
過
半
数
確
保
の
形
で
あ
る
。
高
市
丸

は
快
走
中
で
あ
る
。

　

令
和
８
年
の
干
支
は
「
太
陽
の
よ
う
に

情
熱
的
で
行
動
力
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
年
」
だ
そ
う
だ
。

　

高
市
内
閣
に
と
っ
て
は
早
期
の
衆
院
解

散
、
総
選
挙
を
断
行
し
て
勝
利
し
政
権
基

盤
を
固
め
ら
れ
る
か
だ
。

　

混
迷
す
る
Ｇ
ゼ
ロ
の
世
界

　

海
外
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
１
位
は
同
盟

国
を
も
振
り
回
し
た
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
は

な
い
か
。
今
、
国
際
秩
序
を
主
導
す
る
国

が
な
い
Ｇ
ゼ
ロ
で
あ
る
。　

　

イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
グ

ル
ー
プ
の
２
０
２
５
年
の
10
大
リ
ス
ク
は

①
深
ま
る
Ｇ
ゼ
ロ
世
界
の
混
迷

②
ト
ラ
ン
プ
の
支
配

③
米
中
決
裂

④
ト
ラ
ン
プ
ノ
ミ
ク
ス

⑤
な
ら
ず
者
国
家
の
ま
ま
の
ロ
シ
ア

⑥
追
い
詰
め
ら
れ
た
イ
ラ
ン

⑦
世
界
経
済
へ
の
負
の
押
し
付
け

―
等
で
あ
る
。

　

２
０
２
６
年
も
同
じ
リ
ス
ク
を
抱
え
て

幕
開
け
し
た
。

　

何
よ
り
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
米
国
が
国

際
秩
序
の
維
持
に
関
心
を
失
い
始
め
た
こ

と
が
不
安
で
あ
る
。
米
国
は
対
外
援
助
を

担
っ
て
き
た
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ（
国
際
開
発
局
）

を
廃
止
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
に
中

露
な
ど
の
権
威
主
義
国
家
の
影
響
力
が
強

ま
り
そ
う
だ
。

　

12
月
に
発
表
さ
れ
た
米
国
家
安
全
保
障

戦
略
で
は
、
権
威
主
義
国
家
へ
の
言
及
が

な
い
。
優
先
順
位
は
西
半
球
、
ア
ジ
ア
だ

が
朝
鮮
半
島
へ
の
言
及
は
皆
無
で
あ
る
。

国
際
社
会
は
カ
オ
ス(

混
沌)

で
あ
る
。

　

民
意
は
？

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査（
12
月
８
日
発
表
）

で
は
、
内
閣
支
持
率
64
％
（
66
％
）、
不

支
持
率
19
％
（
15
％
）。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
30
・
６
％
（
０
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
）、立
憲
民
主
党
６
％（
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
減
）、公
明
党
３
・
４
％
（
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
）、参
政
党
３
・
１
％
（
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
）、
国
民
民
主
党
２
・
９
％

（
０
・
６ 
ポ
イ
ン
ト
減
）、
維
新
２
・
５ 

％

（
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
）。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
補
助
や
、
子
ど
も

ひ
と
り
あ
た
り
２
万
円
の
児
童
手
当
の
上

高
市
内
閣
は
一
山
越
え
た
が

　
　
～
い
つ
民
意
に
問
う
？
～

Ⅲ

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

　
　
元
杏
林
大
学
教
授

豊
島
典
雄

乗
せ
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
高
市
内
閣
の

新
た
な
経
済
対
策
へ
の
評
価
で
は
、「
大

い
に
評
価
す
る
」
14
％
、「
あ
る
程
度
評

価
す
る
」
45
％
、「
あ
ま
り
評
価
し
な
い
」

26
％
、「
ま
っ
た
く
評
価
し
な
い
」
８
％
。

　

時
事
通
信
（
12
月
11
日
発
表
）
で
は
内

閣
支
持
率
は
59
・
９
％
（
３
・
９
ポ
イ
ン

ト
減
）、
不
支
持
率
は
13
・
６
％
。　

　

２
０
２
５
年
度
補
正
予
算
案
に
子
供
ひ

と
り
２
万
円
の
給
付
や
冬
場
の
電
気
・
ガ

ス
料
金
補
助
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
は
、

「
評
価
す
る
」
が
58
・
４
％
で
、「
評
価
し

な
い
」
の
22
・
１
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

毎
日
新
聞
（
12
月
21
日
発
表
）
で
は
内

閣
支
持
率
67
％
（
11
月
は
65
％
）、
不
支

持
率
は
22
％
（
23
％
）。

　

自
民
党
と
国
民
民
主
党
が
合
意
し
た
年

収
の
壁
の
１
７
８
万
円
へ
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
57
％
が
「
評
価
す
る
」。「
評

価
し
な
い
」
は
19
％
。

　

高
市
首
相
が
台
湾
有
事
に
つ
い
て
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
「
存
立
危
機
事
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に
つ
い
て
は
、「
評
価
す
る
」
74
％
、「
評

価
し
な
い
」
16
％
（
17
％
）。

　

朝
日
新
聞
（
12
月
21
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
は
68
％
（
69
％
）、
不
支
持

率
は
19
％
（
17
％
）。

　

高
市
首
相
の
対
中
姿
勢
を「
評
価
す
る
」

は
55
％
、「
評
価
し
な
い
」
は
30
％
。

　

パ
ン
ダ
再
来
日
へ
、
政
府
は
中
国
に
働

き
か
け
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
聞
く
と
、「
そ

の
必
要
は
な
い
」
が
70
％
。

　

高
市
内
閣
の
課
題
は
内
政
で
は
物
価
高

対
策
に
成
功
す
る
か
だ
。

　

対
米
、
対
中
国
外
交
は

　

外
政
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
関
係
を
固

め
な
が
ら
、
習
近
平
政
権
の
執
拗
な
〝
口

撃
〟
で
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
日
中
関
係
を

ど
う
調
整
す
る
か
だ
。

　

台
湾
有
事
の
存
立
危
機
事
態
に
関
す
る

高
市
首
相
の
答
弁
を
機
に
空
自
戦
闘
機
に

対
す
る
中
国
軍
の
レ
ー
ダ
ー
照
射
問
題
が

起
き
た
。
中
国
は
経
済
不
況
で
あ
る
。
国

民
の
不
満
も
高
い
。
そ
の
矛
先
が
共
産
党

政
府
に
向
か
う
の
を
避
け
る
た
め
、
渡
航

自
粛
等
で
日
本
を
執
拗
に
虐
め
て
い
る
。

　

こ
の
事
態
に
、
事
実
上
、〝
中
立
〟
を

維
持
し
、
同
盟
国
と
し
て
の
誠
意
に
欠
け

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
関
税
問
題
で
ハ
イ
テ
ク
製
品
に

欠
か
せ
な
い
重
要
鉱
物
レ
ア
ア
ー
ス
を
握

る
中
国
に
強
く
出
れ
ず
、
習
近
平
に
足
元

を
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
算
盤
勘
定
だ
け
で

西
側
の
リ
ー
ダ
ー
の
自
覚
が
な
く
、
習
近

平
と
デ
ィ
ー
ル
す
る
恐
れ
が
あ
る
。台
湾
、

日
本
を
犠
牲
に
し
か
ね
な
い
不
安
が
あ

る
。「
ト
ラ
ン
プ
氏
、
中
朝
よ
り　

中
間

選
」「
日
本
と
危
機
意
識
ズ
レ　

調
整
不

足
」（
12
月
14
日
の
産
経
新
聞
）
で
あ
る
。

　

日
米
同
盟
一
辺
倒
は
危
険
で
あ
る
。
日

米
同
盟
を
基
軸
に
し
つ
つ
も
Ｅ
Ｕ
、英
国
、

台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
豪
州
、
イ
ン
ド
と

連
携
を
強
化
し
て
〝
味
方
〟
の
極
大
化
を

推
進
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

高
市
内
閣
の
新
年
の
課
題

　

高
市
内
閣
は
高
支
持
率
だ
が
、
国
民
と

の
蜜
月
は
長
く
は
続
か
な
い
。

　

高
市
政
権
は
衆
議
院
で
は
過
半
数
を
確

保
し
た
が
、
参
議
院
は
過
半
数
割
れ
し
て

お
り
、
国
民
民
主
党
と
強
固
な
連
携
を
築

く
必
要
が
あ
る
。

　

自
維
連
立
政
権
合
意
書
に
基
づ
き
、
小

選
挙
区
を
25
、
比
例
区
を
20
議
席
削
減
す

る
衆
院
議
員
定
数
削
減
法
案
を
国
会
に
提

出
し
た
が
、
議
員
は
土
俵
を
い
じ
ら
れ
る

の
を
嫌
い
与
野
党
と
も
反
発
が
強
く
審
議

さ
れ
な
か
っ
た
。

　

政
権
基
盤
の
弱
い
高
市
内
閣
は
常
に
小

党
の
要
求
に
振
り
回
さ
れ
る
。
新
年
の
課

題
は
物
価
対
策
、
議
員
定
数
削
減
法
案
の

成
立
の
他
に

①
今
回
の
補
正
予
算
で
は
11
・
７
兆
円
も

の
新
規
国
債
を
発
行
し
た
。
財
源
問
題
に

結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

②
物
価
高
を
も
た
ら
し
て
い
る
円
安
を
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
を
考
え
れ
ば
、

安
保
関
連
３
文
書
の
改
定
、
防
衛
力
の
強

化
は
必
至
で
あ
る
。

④
防
衛
装
備
品
移
転
の
５
類
型
見
直
し
も

緊
要
で
あ
る
。

⑤
外
国
人
政
策
の
厳
格
化
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

⑥
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
、
国
家
情
報
局

の
創
設
も
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

⑦
維
新
が
最
重
要
課
題
に
す
る
副
首
都
構

想
関
連
法
案
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

政
界
は
保
守
の
多
党
化
で
あ
る
。
参
政

党
等
の
新
興
保
守
政
党
と
の
違
い
を
示
す

必
要
が
あ
る
。

　

高
市
首
相
は
国
民
の
信
頼
が
高
い
う
ち

に
有
権
者
の
信
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
。　

態
に
な
り
得
る
」
と
し
た
国
会
答
弁
に
つ

い
て「
撤
回
す
る
必
要
は
な
い
」67
％
。「
撤

回
す
べ
き
だ
」
11
％
。

　

共
同
通
信
（
12
月
21
日
発
表
）
で
は
内

閣
支
持
率
は
67
・
５
％
（
２
・
４
ポ
イ
ン

ト
減
）、
不
支
持
率
は
20
・
４
％
。

　

年
収
の
壁
を
現
行
の
１
６
０
万
円
か
ら

１
７
８
万
円
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
64
・
１
％
が「
評
価
す
る
」と
回
答
し
た
。

　

日
本
経
済
新
聞
（
12
月
21
日
発
表
）
で

は
内
閣
支
持
率
は
75
％
（
75
％
）、
不
支

持
率
は
18
％
（
18
％
）。

　

優
先
的
に
処
理
し
て
欲
し
い
政
策
課
題

で
は
物
価
対
策
が
50
％
と
最
多
。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
37
％
（
４
ポ
イ

ン
ト
減
）、
立
憲
民
主
党
７
％
（
１
ポ
イ

ン
ト
増
）、
維
新
の
会
７
％
（
２
ポ
イ
ン

ト
増
）、
国
民
民
主
９
％
（
３
ポ
イ
ン
ト

増
）、
参
政
党
５
％
（
２
ポ
イ
ン
ト
減
）。

　

読
売
新
聞
（
12
月
21
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
は
73
％
（
72
％
）、
10
月
の

内
閣
発
足
以
降
最
高
を
更
新
し
た
。
不
支

持
率
は
14
％
（
17
％
）。

　

子
供
ひ
と
り
あ
た
り
２
万
円
の
給
付
や
、

電
気
・
ガ
ス
代
の
補
助
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
２
０
２
５
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
「
評

価
す
る
」
61
％
、「
評
価
し
な
い
」
29
％
。

　

高
市
内
閣
の
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」


